
【事業の経緯】                 別添資料 1

道維-1  その他市道虹が丘町西町1号線 事業の経緯

審議経過
再評価
の理由

工 期 事業費
B/C 概要

着エ 完了 (億円)

当初
(H18新規評価)

H18 H37 40.0 2.24

道路1.95km

トンネル 1本

橋梁 2橋

第1回審議
(H30:今 回)

事業採択後
10年経過

H18 H37 40.0 2.17

道路1.95km

トンネル 1本

橋梁 2橋



長崎市道 業その他市道虹が丘町西町 1号線
事業名

1.9 5km起終点 自:貿蕗繁宴協詩壁が望苛 至:賞蒔繁黛協帝監請
事業概要  i
市道虹が丘町西町 1号線 延長L=1,950m 幅員W=6(10.Om)

H18年度用地着手 H18年度工事着手都市計画決定 なしH17年度事業化

用済延長53. 3%業進捗率40.0億全体事業費

計画交通量 4 000台 /日  (H42)

走行時間短縮便益:78.51/78.51億 円
走行費用減少便益:il.28/11.28億 円

平成 30年
07/93.07億 円

3,

2.17

5.98(残事業)

総費用 :(残事業)/(事業全体)

[尾
持書とヨ||||'III尊い]甲

 ]

費用対効果
分析結果

事業費変動 :B/C=2.10～2.25(事業費 ±10%)

事業期間変動 :B/C=2.08～ 2.26(事業期間±1年 )

【残事業】B/C=5.92～ 6.58(交通量 ±10%)

B/C=5.44～ 6.64(事業費 ±10%)

ついて感度分析を実施

B/C=5.75～ 6.1 (事業期間±1年 )

B/C=2.15～ 2.39(交通量 ±10%)

慢性的な交通渋滞の解消ンの 区ツ

よ

び用地取得を継続して行い、平成 37年度の事業完成を目指す。
950/6と 進捗しており、今年度平 29 で 53.3%で 、

の

を図り、平成37年度の事業完成を目一万 弓|の の

の

市道虹が丘町西町 1号線

L-1,9mm v弱(100)m
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再評価結果 (平成 30年度事業継続箇所)

担 当 課 :長崎市 土木建設課

担当課長名 :桐谷 匠

弓 い て用 、 し し※
※ 総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と二致しないことがある。

の 。



平成30年度

長崎県公共事業評価監視委員会

道維-1

再評価対象事業

道路改築事業

市道虹が丘町西町 1号線

長崎市

1
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事業概要
事業目的:慢性的な交通渋滞を緩和するとともに、交通の利便性、防災機能の向上を図る。

日延長 (幅員)

劇種別
E設計速度

“整備状況

1.95km (10.Om)

第 3種第 3級
40km

53.3%(平成29年度)

事業の必要性

O本市北部のベッドタウン滑石、横尾地区と中心部を結ぶ国道206
号の慢性的な交通渋滞の解消を図る必要。

②現道状況 (整備前)

L三 1200mL=7600m 切上部分

暫定整備済(未舗装部有) 平成29年度施エ
断面図

虹が丘町～西町間 W=100m
歩道首[

①現道状況 (整備前)

●国道20G号の交通状況
交通量 :44,290台/日

混維度:132

混雑時旅行速度 :11 6km/h
(H27道路交通センサス)
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再評価に至つた理由

【新規採択後10年経過】H18ちH30(今回)

全体計画 延長=1,950m 幅員=10.Om

平面囲 s.1/sOO 幹
トンネル部 L=5630m 串寄】鵞ど部 L三640m

→

200m

石
線

こ
=・ここミここ

費

【B/C】 2E24(前回) 2H17(現行 )

5

〔マイナス要因〕
・費用便益分析マニュアルの改定

(時間価値、走行経費の原単位価格水準の低下)

対応方針

(原案)
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【事業の経緯】                 別添資料 1

道維-2  その他市道相川町四杖町1号線 事業の経緯

審議経過
再評価
の理由

工 期 事業費
B/C 概要

着エ 完 了 (億円)

当初
(H20新規評価)

H20 H35 35.0 1.17 適路2.5km

第1回審議
(H30:今 回)

事業採択後
10年経過

H20 H35 35.0 1.11 道路2.5km



長崎市
事業
区′弁 道路改良事業

事業
主体その他市道相川町四杖町 1号線

事業名

延長 2.5 0km起終点 自:賞露驚齢 箱鮒蔚 至:貿薦驚醐
事業概要  i

市道相川町四杖町 1号線 延長L=2,500m 幅員W=5.5(8.75～ 11.5m)

H20年度用地着手 H20年度工事着手都市計画決定 なしH19年度事業化

0. 5 2km用済延長64.9%35.0億全体事業費

計画交通量 050台 /日  (H42)2

走行時間短縮便益:37.00/48.08億 円
走行費用減少便益i l.75/1.69億 円

平成 30年
38.79/44.76億 円

0.

費用対効果
分析結果 1. 11

3. 44(残事業)

総費用  :(残事業)/(事業全体)

[昆
持暮と彗平苺て、1師『

]

B/C=1.00～ 1.23(交通量 士
B/C=1.08～ 1.15(事業費 土

10%)【残事業】B/C=3.10～ 3.79(交通量 ±10%)

10%)    B/C=3.13～ 3.82(事業費 ±10%)

1年)    B/C=3.34～ 3.55(事業期間±1年 )

残事業について感度分析を実施

事業期間変動 :B/C=1.07～ 1.16(事業期間±

1号線へ連絡し、アクセス性の向上を図る
口通学路の確保及び地区の活性化に寄与する

のい こい

三 当 お : !捗状 こ 凝

び用地取得を継続して行い、平成35年度の事業完成を目指す。
97% と進捗しており、今年度も平 29 64.90/6で 、

ので

捗を図り、平成35年度の事業完成を目弓|元 や

エ の

の

し と
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再評価結果 (平成 30年度事業継続箇所)

の

担 当 課 :長崎市 土木建設課

担当課長名 :桐谷 匠

の 弓 い て し し※
※ 総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。

の 。



平成30年度

長崎県公共事業評価監視委員会

再評価対象事業

道維-2 道路改築事業

市道相川町四杖町 1号線

長崎市
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事業概要
目的 :交通の利便性、通学路の確保、及び地区の活性

化を図るとともに、市西部地区の補助幹線道路と

起
点器

市
相
,II

町

しての役害Jを果たす。
全体計画 延長=2,500m 幅員=8.75m(11.5m)

暫定整備済
(未舗装 )

H29年度施エ

断面図

国道202号～旧武見高校間 W=115m(両 歩道)

長終
時 点
市
四
杖
町

上

「

Z

L=520m

H273供 用済み :|

日延  長 :2,500m
E幅  員 :8,75m～ 11.5m
・種  別 :第 3種第 4級
B設計速度 :40km
B整備状況 i64.9%(平成29年度)

旧武見高校～いこいの W=875m(片 歩道)

歩道

の 性 (1)
O四杖町地区は狭除な道路で構成されており、自動車の離合が困難で、線

形も悪いため円滑な通行が確保されていない。
O歩道もなく、歩行者の安全が確保されていない。
O災害発生時の救急車両の通行が困難になることが懸念される。

L=100mL=320m

②狭陰道路(整備前)

①整備後

F
髯



事業の必要性 (2)

O国道202号から『長崎市いこいの里』付近の市道園田町牧野町1号線へ連絡し、ア

クセス性の向上を図ることで交通の利便性、通学路の確保及び地区の活性化に

寄与する。
O旧町 (外海町・琴海町)と市西部地区の環状的な道路としての役割を担い、本市の

幹線道路網の一部を形成すると共に、新市の一体性の速やかな確立を図る。

曽

L=520m  ざ

H273供 用済み

L=320rn

暫定整備済
(未舗装 )

L=100m

H29年 度施エ

ム

再評価に至った理由

【新規採択後10年経過】 H20→H30(今 1匝1)

全体計画 延長=2,500m 幅員=8.75m(11.5m)

Z

長
埼
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効

【B/C】 1。 17(前回)⇒上旦(現行)

〔マイナス要因〕
・費用便益分析マニュアルの改定
(時間価値、走行経費の原単位価格水準の低下)

対応方針
(原案)
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【事業の経緯】

道維-3  出島B南山手地区 事業の経緯

別添資料 1

審議経過
再評価
の理由

工 期 事業費
B/C 概要

着エ 完 了 (億円)

当初 S58 S62 2.5 道路L=140m(片淵町松ケ枝線)

第1回審議
(H15)

再評価後
5年経過

S58 H19 72,00 2.05
道路L=640m(片淵町松ケ枝線)

道路L=400m(新地町稲田町線)

第2回審議
(H20)

再評価後
5年経過

S58 H23 61.9 2.23
道路L=640m(片淵町松ケ枝線)

道路L=400m(新地町稲田町線)

第3回審議
(H25)

再評価後
5年経過

S58 H29 61.9 1.45
道路L=640m(片淵町松ケ枝線)

道路L=400m(新地町稲田町線)

第4回審議
(H30:今回)

再評価後
5年経過

S58 H34 41,0 1.26 道路L=400m(新地町稲田町線)



再評価結果 (平成 30年度事業継続箇所)

担 当 課 土木建設課

担当課長名 :桐谷 匠

長崎市路事出島・南山手地区
事業名

0.4 0km起終点 自:貿蒔鷺齢 循蔚 至:貿蒔賞帥 網哲訴

新地町稲田町線 延長 L=400m  幅員 W=15m

H26年度工事着手H14年度用地着手都市計画決定 ありH12年度事業化

0.1 5km用済延長75.10ノ6業進捗率41.0億全体事業費

2, 000台/日 (H42)計画交通量

平成 30年

基準年 i総便益 :(残事業)/(事業全体)

Ⅷ %
費用対効果
分析結果 1. 26

6.21俄事封

総貫用 il残事業)/1事業全体)

[融き理ま`、#ケ1常|ヨF ]

業について感度分析を実施
B/C=1.14～ 1.39(交通量 ±10%)

±10%)

±1年 )

【残事業】B/C=5.59～ 6

B/C=5.64～ 6

B/C=5.97～ 6

33(交通量 ±1

89(事業費 ±1

44(事業期間圭1

事業費変動 :B/C=1.15～ 1.40(事業費
事業期間変動 :B/C=1.20～ 1,33(事業期 年

に の こおける住宅地の生活境改善を図る。

公

の

して行い、平成34年度の事業完成を目指す。

しており、今年度も用地取得及び工事と%で、

し

た道路

ヽヽ し しし て用
的歴史 えを踏ま意義 計画て 人屋敷跡の唐よ 成地区 位 し置 お内 り町新地 田稲 町線 景観形

議 に を要している。

対応方針

対応方針決定の理 由

合も事業継続が妥当と判断される。事業の必要性を考慮 した
'

尋

(>

舅

長 峙 県

ヰ五
B

標準断面図
L=400m W=150m

歩 適

その 用 いて し

※ 総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。
の



平成30年度

長崎県公共事業評価監視委員会

再評価対象事業

道維-3 街路事業
(出 島 日南山手地区)

長崎市
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事業概要

の

34103
曽茶量公園

街路事業 (出島 日南山手地区 )

L=400m w=15m

3

長崎市中心部における慢性的な交通渋滞の緩和及び
斜面地における住宅地の生活境改善を図る。

【
起点 長時市籠町地内

【供用区間】L=150m【整備中区間】L=250m
～

ジ

終点 長時市稲田町地肉

工前 日供用

着工前

供用後(H30.4)

す
,|

着工前

現況 (H30.4)

つ

4



に至つた理由 (1)

用地交渉が難航し、完成年度が

遅延していることから事業認可

期間をH29年度からH34年度ヘ

延長しており、前 再評価から5
年経過 (H25(前 ))しているた

ロ

日

め 。

費用対効果分析

【B/C】 1日45(前回)→ .1126(現行)

〔マイナス要因〕
・用地交渉が難航しているため、完成年度が遅延
していることによるもの。
〔その他要因〕
日費用便益分析マニュアル改訂(H30)に伴い、便
益が減少したことによるもの

5

6

対応方針

(原案)
継続



【事業の経緯】                 別添資料 1

道維-4  1級市道久田日掛線(佐須工区)事業の経緯

審議経過
再評価
の理由

工 期 事業費
B/C 概要

着エ 完 了 (億円)

当初
(H17新規評価)

H17 H26 12.0 1.2

道路 い2.18km W=5.5(7.0)m

改良 い2.12km

舗装 卜2.12km

橋梁 い0.06km

第1回審議
(H26)

事業採択後
10年経過

H17 H29 15.5 1.11

道路 い2.18km W=5.5(7.0)m

改良 い2.12km

舗装 い2.12km

橋梁 い0.06km

第2回審議
(H30:今回 )

再評価後
5年経過

H17 H31 18.5 0.93

道路 い2.18km W=5.5(7.0)m

改良 い2.12km

舗装 卜2.12km

橋梁 い0.06km



再評価結果 (平成30年度事業継続箇所)

とその てヽ

担 当 課 :対馬市 建設課

担当課長名 :伊賀 敏治

に

事業
■依 対馬市

事業名
1級市道久田日掛線 (佐須工区)

延長 2.  1 8km起終点 自:貿蒔驚射駕≒霰脈蔚牲狼 至:賞蒔資鶏編寺霰脂請雫廣
事業概要  i
事業。

1級市道久田日掛線 (佐須工区)は、 田地区と佐須地域へのアクセス向上を目的としている

H18年 度工事着手都市計画決定 なし H17年度用地着手H17年 度事業化

供用済延長 1.6 8km業進捗率18.5億 78.9%全体事業費

計画交通量 1, 166台 /日  (H42)

走行時間短縮便益i4.33/19.97億 円
走行費用減少便益:0.20/0,98億円

平成 30年
54/21.01億 円

0.01

総費用 :(残事業)/1事業全体)

[尾
持書理gi脇翡T]

費用対効果
分析結果 0.93

1.17(残事業)

B/C=0.82～ 1.01(交通量 ±10%)【残事業】B/C=1.04～ 1.28(交通量 ±10%)

B/C=0.86～ 1.01(事業費 ±10%)    B/C=1.07～ 1.30(事業費 ±10%)

について感度分析を実施

B/C=1.14～ 1.15(事 業期間±1年 )89～ 0.97(事業期間±1年 )

事業費変動
事業期間

E安心安全な生活環境の確保及び緊急時の輸送時間の短縮

へのアクセス向上が見込まれる)ツ ワーク の

て い要

で の

の の

1000′′oと なつており、平成 31年で 78.9%で 、

成を目指す。
29

で ヽ

い てよ 引き続き事業の進捗を図り、平成 31年度

エロ

の

当 と

(主)a「小蔵田H‖

也釈焔壊

■a区田
t=2 18km

(主)は
「

E
n侯串▲|

市道久田日掛は
久口お区

|卜■ll協

ヽ
ヽ岐

事業

長 崎 屎

0

重ヰ

標準断面図

※ 総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。
の 。



平成30年度

長崎県公共事業評価監視委員会

再評価対象事業

道維-4 道路改築事業

市道久田日掛線

(佐須工区)

対馬市

1

対馬島全図
*

一゙
・・マ・・
■

事業箇所
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位 置 図

つしま崩隧

国道382号 線
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事 業 概 要

市道久田日掛線 事業区間 ‐本々

全体計画延長 L=2,180m W=5.5(7.0,m

全体事業費 18.5億 円 層
言

■と4

言

土工、法面工、排水エ

工
い
う

残計画延長L=500m 供用開始済延長 L〓1,680m

平成29年度迄の事業費14.6億 円
平成30年度事業費 生.0億円

事業進捗率 :78.9%
平成31年度以降残事業費 2.9億円
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整備後状況 通 行 状 況
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現道沿いに家屋も点在して

おり、離合も困難な状況であ
る。

5

′ん

′イ|

再評価に至つた理由
・事業費の増額及び完成年度の延伸

前回 :15.5億円 → 変更 :18.5億円

前回:H29   → 変更 :H31

拶 側 面 図
平 面 図
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新能鹿橋工事概要
二橋長L=25.7m

・下部工(逆T式橋台)2基
・上部工(PC単純場所打中空床版)

日仮設工(圧入116枚 )

・取付護岸(L=100m) 6

整備後は、狭小な幅員も解消されス
ムーズな交通が行われている。
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事業費増の内容 増額 主な増額理由

橋梁工事等の増額 約1.7億円
精査の結果、橋梁工事費及び護岸工事費の増。
仮締切矢板工の圧入施工による工事の増。

その他 約1,3億 円 労務単価・資機材等の単価上昇、現地精査による数量変更等。

計 約3.0億円

増額の主な理由

完成年度延伸の理由

・下部工事に必要な仮設工法 (仮締切)の再検討に時間を要したこと
により下部本体工事と関連する上部工事 (橋面舗装含む)及び護岸
工事の着手・完成が遅れたことによる事業期間の延伸。

※地質調査は実施していたが、想定以上の硬質な転石層と岩盤層が
存在したため、設計コンサルを交え再検討行い、工法変更を行つた。

費用対効果分析

B/C前回 :¬ 口11→ 今回 :0日 93

0マイナス要因

◆事業費の増 (工事費の精査等 )

日橋梁工事 (主に仮設工)及び護岸エ
事により工事費が増となった。

◆完成年度の延伸

・橋梁下部工事 (仮設工)の遅延によ
り、その関連する護岸工事等の着手
が遅れるため。

7

8



対応方針 (原案 )

事業費の増額及び完了年度の延長に伴い費用便益比は1.0を下まわつてはいるが、当該事業は市町村道事業

に該当するものであり、社会資本整備総合交付金交付要綱の市町村道事業整備計画書については、費用便益比

は算出対象となつていない。
(社会資本整備総合交付金要綱一部抜粋)

附日常Ⅱ編 交付対象事業の要件
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【事業の経緯】

道維-5  1級市道堂坂線(舟志工区)事業の経緯

別添資料 1

審議経過
再評価
の理由

工 期 事業費
B/C 概要

着エ 完 了 (億円)

当初
(H25新規評価)

H25 H34 50.0 1.06

道路 い2.lkm昨 5.5(7.0)m

改良 い1.13km

舗装 い1.13km

トンネル ト0,97km

第1回審議
(H30:今回 )

事業採択後
5年経過

H25 H39 70.0 1.20

道路 い4:13km昨5.5(7.0)m

改良 い2.58km

舗装 い2.58km
トンネル ト1.55km



再評価結果 (平成 30年度事業継続箇所)

担 当 課 :対馬市 北部建設事務所

担当課長名 :仁田原 政彦

※ 用 、 の 弓| 用 いて の

事 業

キ 依 対馬市
事業名

1級市道堂坂線 (舟志工区)

延長 4.1 3km起終点 自:賞露鷺封篤寺壁斜烏苛甲恙 至:貿蕗鷺鶏篤希瞥鶏烏群警
事業概要  1 1級 市道堂坂線は、対馬北部から南北に延びる主要地方道上対馬豊玉線を補完する路線であり通

行車両の安全性向上を目的とし広域的な道路交通ネットワークの形成を図る事業。

H27年度工事着手都市計画決定 なし H27年 度用地着手H25年 度事業化

用済延長6.00/o o  O km業進捗率70.0億全体事業費

計画交通量 956台 /日  (H42)

1.17

1. 27(残事業) [

55.23/5994億 円
事 業 費:54.8759.55億 円
維持管理費:0.39/039億円

平成 30年
70.21/7021億円

走行時間短縮便益:66.22/66.22億 円
走行費用減少便益:371/3.7+億 円

0.

費用対効果
分析結果

事業について感度分析を実施
:B/C=1.05～ 1.29(交通量 ±10%)【残事業】B/C=1.14～ 1.40(交通量 ±
:B/C=1.07～ 1.30(事業費 ±10%)    B/C=1.16～ 1.41(事 業費 土

朝
朗
年

事業費変動
事業期間変動 :B/C=1.12～ 1.23(事業期間±1年 ) B/C=1.21～ 133(事業期間土

日通行車両の安全確保 (交通安全性の向上 )
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平成30年度

長崎県公共事業評価監視委員会

再評価対象事業

道維-5 道路改築事業

市道堂坂線
(舟志工区)

対馬市
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市道堂坂線 事業区間 ri

計画延長 L=2 10km W=5.5(7.0)m

【事業費】50億円

【事業期間】H25～ H34(H35供用開始)
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見直し理由

H23交通量調査 842台′日

普通貨物

車,75

トンネル と=0 97km

(主 )上対馬豊玉線

車,91

′ヽス,65 【大型車混入率 152%】

213 476ノ 、

H2π
留轟協

調査 1,026台′日

■1私 蘊 毎 帯

幅員狭小により通行に支障をきた
しており、大型車両の通行におい

ては危険性が高まっている。

平成24年 以降、海外か らの観光

客が大幅に増加 してお り大型観

光パスや レンタカーが増加傾向
にある。
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終 点

評価に至つた理由

【延長】L=2.lkm(当初)⇒ L封.13km(変更)

【事業費】50億円 (当初)⇒ 70億 円 (変更)

【事業期間】H25～‖34(当 初)⇒ H25～ ‖39(変更)デ

=|.             ;    デ     .Fを

市道堂坂線 事業区間  ・

計画延長 L封.13km W=55(7.0)m

トンネル L=1 55km
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県道の未改良区間においても幅員

狭小により通行に支障をきたして

いる。

F

【バイパスによる所要時間の短縮】

県道 (15.8分 ):こ 対 し96分の短縮

市適 (12.0分 ):こ 対 し5.8分の短縮

【改良済区f翻 )

市道地坂銀 事業区間

計画延長 L封 13km W〓55(70)m

/ トンネリレ LE1 55km
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費用対効

【B/C】 1日06(当初)→ 1日 17(現行)

〔プラス要因〕
日交通量の増加(842台⇒1,026台 )

日短縮距離の増(2.Okm⇒2.72km)

対応方針
(原案)
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【事業の経緯】
道維-6  1級市道住吉湯ノ本線 (立石仲工区)事業の経緯

別添資料 1

審議経過
再評価
の理由

工 期 事業費
B/C 概要

着エ 完 了 (億円)

当初
(H21新規評価)

H21 H30 4.5 1.06
事業延長 卜1,640.Om

計画幅員 W巧.5(7.0)m

第1回審議
(H30)

事業採択後
10年経過

H21 H33 5.4 1.02
事業延長
計画帽員

L=1,640.Om
昨 5.5(7.0)市



再評価結果 (平成 30年度事業継続箇所)

担 当 課 :壱岐市 建設課

担当課長名 :豊永 英明

事業
■依 壱岐市市町村道

事業名
1級市道住吉湯ノ本線 (立石仲工区)

延長 1.6 4km起終点 自:貿薦催晟≒警鉱鮮穫誓櫨報 至:賞鰐催農キ粽蒙ギ笠岩符絋

L=1,640.Om 計画幅員 W=5.5(7.0)m

H21年度工事着手都市計画決定 なし H21年度用地着手H21年 度事業化

0.8 9km5.4億 69.4% 供用済延長全体事業費

計画交通量 827台 /日  (H42)

[

走行時間短縮便益:2.80/5199億円
走行費用減少便益:0.11/0.22億円

平成 30年
1.63/6.08億 円 91/6.21億 円

0.

事 業 費:1.59/5.99億円
維持管理費:0.04/0109億円

費用対効果
分析結果 02

78

1

1(残事業)

結果

事業費変動 :B/C=0.95～ 1,12(事業費 ±10%)
【残事業】B/C=1.59～ 1.97(交通量 ±10%)

B/C=1.63～ 1.96(事 業費 ±10%)

B/C=1.70～ 1.82(事業期間±1年 )事業期間変動 : 1.01～ 1.03(事業期間±1年 )

残事業について感度分析を実施
B/C=0,91～ 1.13(交通量 ±10%)

・観光面での周遊性の向上 (主要港から観光名所へのアクセスの向上)

で

らも早期の改良を求められている。元 公の 利用

で の

を継続して行い、平成33年度の事業完成を目指す。
は 70 50′ると進捗しており、今年度も用地取29 69.4%で 、

し の の

を図り、平成33年度の事業完成を目指すの のプE 力

ロ レ エ に

されとの

斎 畠

'位 置 園

重
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う

曇

μ奪=
(― ,i移補普も韓

標準 断面図
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※ 総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。

の 。



平成30年度

長崎県ノム`共事業評価監視委員会

再評価対象事業

道維-6 1級市道住吉湯ノ本線

(立石仲工区)

壱岐市

1 位置図

1
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工 _プ
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長館黒
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② 事業概要

①事業箇所篭 :

②事業期間 :
③全体事業費 :

④事業延長 :
⑤幅員構成 :

⑥工事概要 :
⑦交通量  :

壱岐市芦辺町住吉後触～勝本町立石仲触
平成21年度～平成33年度
540.6百万円

L=1,640。Om
W=5.5(7.0)m
2.75m× 2+O.75m× 2
道路改築 L=1,640.Om
現況交通量 888合/日

計画交通量 827台 /日

標準断面図

3

③ 事業の目的

1級市道住吉湯ノ本線は、湯ノ本地区
(温泉保養施設)と国道382号とを結ぶ

壱岐島内の重要幹線道路であり、各保養
施設の整備等に伴しヽ、大型車輛の往来が
多くなつてしヽるが、正規の幅員が確保さ
れておらず、線形不良箇所も多く存在す
るため、本工区を整備することにより、
交通の安全を確保し、観光産業の振興お
よび地域の活性化を支援する。

4



③-1事業の隊要性 (1)

道路改良を実施することにより、道路幅員の拡幅、視

距の改善に繋がり、地頭住民の方の安全 。安,いで快適な

生活道路となる。
安全・ 安,いな生活道路

農

患藻
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ヽ
，，！

1
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争

壱岐市有数の温泉保養
施設である平山温泉
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③-2事業の町要性 (2) 観光面での周遊性の向上

壱岐島西部に位置

する湯ノ本地区 (温

泉保養施設)と国道
382号を接続するこ

とで、壱岐市で主要

な郷ノ浦フェリー

ターミナルとのアク

セスの向上につなが

る。
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④ 事業の進捗】犬況

平成29年度までの事業費ベース進捗状況
。全体事業費 69.4%(375.4百万円/540.6百万円)

用地費 70.5%(6.O百万円/8.5百万円)
＼
＼

起 点

壱
岐
市
芦
辺
町
住
吉
後
触

終点

壱
岐
市
勝
本
町
立
石
仲
触

L=890 0m L=260 0m 事業延長 L■90飾

7 蜘

⑤―司再評価に至つた理由 (呵 )

【事業費増】4.5億円 (当初)→ 5.4億円 (変更)

【事業資増の主な理由】

平成29年 度まで

事業費増の内容 増 額 主な増額理由

①法面対策工の追加 約O.7億円
道路用地として財要となる法面上部に墓地が存在しており、その墓
地の所有者が不明であった。このため、婁地に影響を与えない設計
を見直す吻要が生じ、法面対策工が追加で断要となつた。

②その他 約O.2億円 労務単価・資機材等の単価上昇、現地精査による数量変更等

合計 約O.9億円

8



⑤-2再評価に至つた理由 (2)

【完了工期】日30(当初) → H33(変更)

【変更理由】

・補償物件の移設不可の判明により、設計内容に見

直しが生じ、これに時間と費用を要することとなつ

た。これにより、当初ラ定の進捗が見込めなかつた
・
ことから、・完了工期の延長が閉要となつたもの。

9

墓地に影饗を与えない設計に見直し

―

―



⑥ 費用対効果分析

【B/C】 1.06(前 )→ 1。02(変更)

〔マイナス要因〕
・事業費の増 (法面対策工の追加)
。工期の延長 (補償協議、法面部の設計変更)
。人口励に伴う現況交通量の河少

〔その他要因〕
・費用便益算定マニュアルの改定

11

□

対応方針

(原案)
継 続



【事業の経緯】                別添資料 1

道維-7  その他市道木場山領線(千々石小浜工区)事業の経緯

審議経過
再評価
の理由

工 期 事業費
B/C 概要

着エ 完了 (億円)

当初
(H21新規評価)

H21 H30 10,0 1.39
延長=1,250m
幅員=4.0(5,0)m

第1回審議
(H30)

事業採択後
10年経過

H21 H35 10.0 1.02
延長=1,314m
幅員=4.0(5.0)m



再評価結果 (平成 30年度事業継続箇所)

担 当 課 :雲仙市 道路河川課

担当課長名 :菅 康郎

雲仙市
事業名

その他市道木場山領線 (千々石小浜工区)

1,314m起終点 自:賞露鷺蟄私≒竿賓岩寄果鳩 至:貿蒔鵞蟄釉≒ポ瑚 福
パス的性質を持つ市道である。本線を整備すること

道路環境の整備、地域防災及び交通の円滑化を図る。に よ

その他市 木場山
レー トの維持、生活

は 、

H22年度工事着手都市計画決定 なし H22年 度用地着手H21年度事業化

供用済延長 o. o km33%全体事業費 業進捗率10.0億

計画交通量 402台 ′/日  (H42)

平成 30年

基準年 :総費用 :(残事業)/(事業全体)

[昆
持きど称i『

]

総便益 |

10
(残事業)/(事業全体)

40/10.40億 円「ヨ:雪二写手:::|.除、#:: ]

費用対効果
分析結果 1.02

2.05(残事業)

分析の結果
B/C=0.91～ 1.11(交通量 ±10%)

B/C=0.92～ 1.12(事業費 ±10%)
【残事業】B/C=1.86～ 2.25(交通量 圭10%)

B/C=1.87～ 2.28(事業費 ±10%)

について感度分析を実施

97～ 1.06(事業期間±1年 ) 99～ 2.14(事業期間±1年 )

事業費変動
事業期間変動

B防災機能の向上 (災害時の緊急輸送道路の機能補完 )

ッ トワー の 形

で の

の

、ヽ平成35年度の事業完成を目指す。
平 92%と進捗しており、今年度も用地取得を継続33%で 、29

も引き続き事業の進捗を図り、平成35てヽ 、 の

いで の

エ

対応方針
~~~~~― 一―

下軍要継続

当と判
の

の

瀞毎 曝

※

※

弓I 用いて し

総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致 しないことがある。

の



平成30年度
長崎県公共事業評価監視委員会

再評価対象事業

道維-7 道路改築事業

その他市道木場山領線

(千々石小浜工区)

雲仙市

1

【至!隙早市】 Ｎ
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Ｔ
Ｉ

/,

Ｎ
▲上
下
Ｉ 千

　
　
　
　
舛
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● 千々石小浜工区

事業箇所
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中
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雲イ山市役所
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コ 菫

中 熙 道
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起
点
　
百
〓
仙
市
千
々
石
町

(1千々石小浜工区
L=1,314甲 、WE■0

点

ド

了
:二 :■

(

,卜ヽ

ヽ

十
一一子一

目 面 凡 ,l

口 道

車 県 道

車  既敵市逮等

車  千々石小浜工区

ヽ

3

，
■

(事業概要)

延長  L=1,314m
幅員  W=4.0(50)m

標準断面図

(事業目的)

国道57号が、異常気象等による大規模災害及び
交通事故等で不通区間となった場合の観光ルー
トの維持及び地域住民の防災による交通の円滑
化を図る。
また、7町合併により誕生 した雲仙市の中で

千々石町と小浜町をつなぎ住民間の交流促進を
図る。

【起点部】

Ｎ

▲
上
下
Ｉ

田 画 几 樹

口 道

車 果 道

車 既段市道学

車 千々石′lヽ 涙工区

<……… 撮影方向
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Ｎ
ぶ上
下
Ｉ

「国道57号」
「県道北野千々石線」

雲仙市千々

雲仙市小浜町

<■―― 撮影方向

ざ

国道57号

口 面 凡 例

田 道

県 道

既 設市 道 等

迂 回 路

Ｎ
▲上
Ｔ
Ｉ

町 、 、‐

囮
凶
色
苺
条

（誼
回
四
）
謹
型
却
ギ

年間事故件数 : 19件

内

釈

絢 損 事 故

観査期間
喜散枠鋭

H2911～ H201201
H29… 15件

人 身 事 故

6

事業の
■
Ｅ
Ｅ

道路網として、雲仙市千々石町と

小浜町の間は、「国道57号」と
「県道北野千々石線」 しかない。

国道57号 が確保される

子・ =i・

  十 ｀

市道木場山領線 (千 々石小浜工区)を
整備することで国道57号 の「迂回路」

【国道57号 】
山間部で地形が急であるため急カープで
路肩部に余裕がなく見通しが悪い。

番号 ①

国道57号で交通事故等により通行規制 (全面通行止・

片側交互通行)があつた場合に、「代替道路」がない

ため、交通障害が大きい。

2の事

番号 ①
国道57号で交通事故が発生し「片側交互通行」となり
3～4kmの渋滞が発生。

【渋滞状況】

【千 石々町から小浜町方向】    【小浜町から千 石々町方向】

番号 ②
国道57号で交通事故が発生し「全面通行止」となった。

【事故直後の状況】

■ ■ ■ ■ ■ 県 道

一

 環置市重等

日|||||1日  千々石小票工区

雲仙市小浜町

※雲仙警察署より問取



Ｎ
▲上
下
Ｉ

一
卜

・一
．一

県道北野千々石線は、国道57号の迂回路としての機能性が

低い。
.O幅員が狭 く対向車との離合が困難。
O法面が切土構造のため、被災を受けやすい。
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各相続人と個々に持分での契約
を平成28年 10月 より行つており、
平成30年度に全体を取得予定と
して現在、交渉を行つている。

イ↓一

9

(終点)

雲1山 市小浜町

8

の必要性 3

【幅員が狭いため離合が困難 】
①旧小渡鉄道宮津トンネル  ②旧小演鉄道切り通し

地域活性化の有益な「種」として地域の活性化に役立
てることを目的として「近代化産業遺産」として経済
産業省 において大臣認定

I◆ ギ,

ほ

９
守
―
―
― 鍵

機

ｉ
　
工

一

□ 面

災書発生箇所

翰 トンネル

咀移 切り通し
写真撮影方向 →

【豪雨災害による土砂崩れのため全面通行止】

平成27年8月 25日 発生

③

|   |

一

再評価に至つた理由

【完了工期】H30(前 )→H35(変更)
ロ

用地取得において、相続手続きの解決に時間を要した。

用地取得難航箇所
N=可 筆

・洋
【



費用対効果分析

【B/C】 1.39(前回) 1日02(現行 )
→

〔マイナス要因〕
B工期の延長(用地解決の遅延)

〔その他要因〕
口費用便益マニュアルの改定による時間価値等の

低下

※効果(便益)

①地区住民の交通。
②国道57号が交通事故等により「通行規制」が発生した場合の迂回路。

対応方針
(原案)

9

継続


